
.

ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名 ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名

時間 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 時間 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース

浦西 修司 黒崎 佳輝 森 一樹 大江 利治 隠地 俊樹 南家 健太 清留 和登

滋賀甲南C.C ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ 滋賀甲南C.C よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ

中川 拓海 谷川 仙一朗 西 隆弘 浅井 孝純 梅田 琉偉 吉野 陽翔 澁川 煌 山住 真隆

武庫ﾉ台 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ 武庫ﾉ台 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ

木村 浩之 喜田 幸治 寺山 晴登 佐竹 杏侍 前川 努 河口 聖哉 小竹 遼河 森 和人

滋賀甲南C.C ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ 滋賀甲南C.C ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾏｽﾀｰｽﾞ

藤江 十弥 山崎 有輝 中村 哲也 石口 寛樹 木下 洋一 西川 和之 溝川 大耀 石川 真吾

米子ｺﾞﾙﾌ場 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ よみうりｳｴｽﾄ ﾜｰﾙﾄﾞ 米子ｺﾞﾙﾌ場 よみうりｳｴｽﾄ ﾜｰﾙﾄﾞ 武庫ﾉ台

梶谷 駿 岡本 忠司 堤野 洋介 宮本 大地 香川 倫輝 森崎 佑之介 進藤 太雅 有田 真

花回廊 よみうりｳｴｽﾄ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 花回廊 ﾜｰﾙﾄﾞ 武庫ﾉ台 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

瀬来 寛樹 黒田 修司 福永 航平 平岡 久直 隅田 陛大 中村 仁 松浦 裕介 妻鹿 大也

米子ｺﾞﾙﾌ場 ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P

吉行 ローリ 神谷 謙佐 阪口 拓也 道上 嵩琉 壷井 潤太 山下 倖輝 平田 雅也 中濱 健汰

花回廊 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 北神戸

今村 吏桜 殿浦 充翔 河崎 涼太 長﨑 大星 中薗 友和 長友 凜太郎 須浦 基嘉 山崎 大輝

ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P ﾄﾑ･ﾜﾄｿﾝ ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P

溝川 陽大 浦西 亮輔 井上 輝政 権藤 大樹 奥川 大翔 小島 玲人 小嶋 健文 山田 剛

ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 六甲国際P 太平洋C六甲

藤井 将彦 亀井 幹大 三上 陽二郎 木村 徳秀 佐々 幸史朗 表 正浩 向谷 豪 長﨑 煌心

ﾜｰﾙﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 武庫ﾉ台 琵琶湖ﾚｰｸｻｲﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 北神戸 太平洋C六甲 ﾄﾑ･ﾜﾄｿﾝ

8:50 8:50

森下 雅頌 角江 陸翔 井出 太陽 奥村 和生 北本 太一 辰己 晃人 吉行 アムロ 御厨 一郎

ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 武庫ﾉ台 北神戸 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 京阪 岡山空港 北神戸

平松 孝太郎 大薗 総祐 小松 大洋 森住 公紀 田浦 玄尋 山本 詠太 大同 一輝 寺西 俊人

西日本ｼｰﾄﾞ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 琵琶湖ﾚｰｸｻｲﾄﾞ 北神戸 六甲国際P ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 琵琶湖ﾚｰｸｻｲﾄﾞ 北神戸

東 到矢 米山 遼 清水 藍生斗 大村 祥太 丘 尊伍 田下 大輔 田村 瑠唯 尹 大治

西日本ｼｰﾄﾞ ﾄﾑ･ﾜﾄｿﾝ 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 西日本ｼｰﾄﾞ 琵琶湖ﾚｰｸｻｲﾄﾞ 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ つるや西宮北

山田 龍之介 山本 航輝 二階堂 仁屋 森本 与公 武田 紘汰 佐竹 統吾 増田 順平 楠本 祐太

西日本ｼｰﾄﾞ 北神戸 ﾄﾑ･ﾜﾄｿﾝ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 西日本ｼｰﾄﾞ 太平洋C六甲 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ つるや西宮北

鏡原 良功斗 音田 天利 安東 航太郎 山下 竜弥 松下 奏 池田 侑羅 田中 大晴 丸山 大輔

高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 六甲国際P 水島 瀬板の森北九州 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 瀬板の森北九州 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ

平星 颯真 髙井 悦雄 源 桂祐 世良 博 佐藤 圭太 山本 大勢 大島 康平 馬田 大嘉

高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ 瀬板の森北九州 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 瀬板の森北九州 京都大原 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾞﾙﾌ場

松村 寿威 甲元 迅 廣木 直翔 中上 遼真 末次 進 熊 裕大 福田 伶斗 山片 正大

高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 瀬板の森北九州 岡山空港 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 武庫ﾉ台 瀬板の森北九州

星野 泰輝 鈴木 裕幸 秋山 隆之介 竹本 大祐 菅原 亮佑 川口 圭典 加藤 駿

高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 瀬板の森北九州 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 奥津 瀬板の森北九州 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

原田 健太朗 河合 拓巳 水畑 伊知郎 西村 直哉 小峰 尚宏 前谷 貴之 田中 雅登 岡村 皇希

高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 水島 瀬田 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

露谷 斗真 今田 一輝 木内 義順 大島 琥太郎 露谷 咲真 北條 陽雲 飯田 健作 松田 夏月輝

ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 丸亀 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 瀬田 ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 水島 岡山空港 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾞﾙﾌ場

10:18 10:18

岡 幸樹 田中 学 久保 晋之介 宇野 博揮 平尾 章 大谷 仁人 上田 秀寿

奥津 京都大原 瀬田 丸亀 奥津 岡山空港 瀬田

原 鉄太郎 浅井 晴太 長戸 武士 河本 雅生 酒井 勝 高木 一晃 木下 光学

ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 丸亀 奥津 瀬田 ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 岡山空港 つるや西宮北

中村 龍世 小林 孝史 栗原 遥大 栄沢 精 大東 成 坂口 宗隆 東野 繁城 渡邊 慎弥

丸亀 奥津 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾞﾙﾌ場 京都大原 丸亀 岡山空港 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾞﾙﾌ場 つるや西宮北

参加人数：184人

ウェイティング枠

ウェイティング枠

全日本アマチュアゴルファーズ選手権西日本地区決勝

開催コース：六甲国際ゴルフ倶楽部　西コース 2024年5月15日(水)

OUT IN 

組 組

１日目ペアリング（5/14更新）

1 7:30 24 7:30

2 7:38 25 7:38

3 7:46 26 7:46

4 7:54 27 7:54

5 8:02 28 8:02

6 8:10 29 8:10

7 8:18 30 8:18

8 8:26 31 8:26

9 8:34 32 8:34

10 8:42 33 8:42

調　　整　　時　　間 調　　整　　時　　間

11 8:58 34 8:58

12 9:06 35 9:06

13 9:14 36 9:14

14 9:22 37 9:22

15 9:30 38 9:30

16 9:38 39 9:38

20 10:10 43 10:10

17 9:46 40 9:46

18 9:54 41 9:54

ウェイティング枠

ウェイティング枠

23 10:42 46 10:42

調　　整　　時　　間 調　　整　　時　　間

21 10:26 44 10:26

22 10:34 45 10:34

19 10:02 42 10:02



 

 

出場選手 各位 

地区決勝当日のウェイティングについて 

 

 

≪実施条件≫ 

地区決勝１日目の組合せに空きが生じた場合、出場選手 の補充を行う。 

 

 

≪対象選手≫ 

PGS ホームページ掲載の各予選成績の「補欠」対象者 

※ 当日受付順のため、補欠対象順番は適用されない。 

 

 

≪出場意思確認方法≫ 

参加選手受付開始時間と同時刻から開始する（クラブハウスオープン時間） 

・別途、ウェイティング選手用に受付場所を設置 

・受付用紙に『氏名、携帯番号、予選出場コース』を記入する 

・組合せに空きが出たら、記入順に選手を呼び出し『出場意思確認』を行う。 

※ 必ず連絡が取れる状態にすること。委員会が連絡を取れないと判断した場合は、次点者に回す。 

但し、その後、連絡が取れ出場意思が確認できた場合は、その時点の受付最終順番にて再度 

待機できる事とする。 

※ 空きが出た組に入る為、選手の希望時間等は受け付けない。 

 

 

≪繰り上げにより出場可能となった選手のスタート時間≫ 

出場可能なスタート時間は、空きが出ているスタート時間のおおよそ１５分前までとする。 

※ スタート時間が何らかの理由（例：天候、他の組のスロープレー、レフェリーによる裁定が必要）

で遅れている場合、基準となるスタート時間は委員会の判断とし、組合せ表のスタート時間と異

なる場合がある。 

 

 

競技委員会 



選⼿各位  
 

2024 年度 

   全日本アマチュアゴルファーズ選手権 

西日本地区決勝 

 

開 催 日：2024 年 5 月 15 日（水）・16 日（木） 

開催コース：六甲国際ゴルフ倶楽部 ⻄コース 
          〒651-1263 兵庫県神⼾市北区⼭⽥町⻄下押部道 15 

TEL：078-581-2331 / FAX：078-581-5991 
 
■プレーフィ(概算) : 12,500 円(昼⾷別) 
■参 加 費    :  4,400 円 ※⼤会初⽇に開催会場にて参加料をお⽀払下さい。 

          但し、シード選⼿は事前に PGS 事務局で徴収済みのため除く。 
■プレースタイル : リモコン式乗⽤カートによるセルフプレー 
■使用ティ、距離表 

・使⽤ティーマーカー : バックティ 
・使⽤グリーン: ベントグリーン 

 
※YARDAGE は、コースコンディションにより変更される場合があります。 

■クラブハウス     ：6：30 オープン 
■レ ス ト ラ ン     ：6：30 オープン 
■練 習 場     : 6 : 30 オープン（スタート前は１⼈ 1 コイン 30 球まで） 
              ※ラウンド終了後は 16 時まで利⽤可 
■キャディーバッグの制限 ：無し 
■ゴルフシューズの制限  ：メタルスパイク禁⽌ 
■ドレスコード      ：ご来場の際はジャケットを着⽤ください 
              プレー中の服装については別紙または、コースホームページを参照くだ

さい。http://rokkokokusai-kobe.jp/etiquette/index.html 
■クラブバス      : クラブバスの運⾏はございません。 
■その他    
【⻄ OUT スタートの選⼿の皆様へ】 
⻄ IN10 番横のレストハウスでお昼休憩となります。１R 終了までクラブハウスに戻りません。 
お忘れ物のないようにご注意ください。 
【⻄ IN スタートの選⼿の皆様へ】 
マスター室前からスタートホール⻄ IN10 番まで約 10 分かかりますので、早めに出発をお願いします。 

  

№ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 TOTAL
PAR 4 4 3 5 4 4 4 3 5 36
距離 406 428 176 599 430 415 405 160 492 3511
№ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 TOTAL
PAR 4 3 5 4 4 3 4 3 5 35
距離 356 227 540 449 420 182 405 167 567 3313

TOTAL
6824

ＯＵＴ

ＩＮ
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２０２４年度日本パブリックゴルフ協会主催競には R&A と USGA が制定したゴルフ規

則と以下のローカルルールと競技会場で追加または修正したローカルルールが適用

されます。 

下記に参照するローカルルールの全文については２０２３年発効の「ゴルフ規則の

オフィシャルガイド」を参照すること（www.jga.or.jp で閲覧可）。 

別途規定されている場合、または適用規則が明示されている場合を除き、ローカル

ルールの違反の罰は：一般の罰（２罰打） 

 

ローカルルール 

 

１．アウトオブバウンズ（規則１８.２） 

(a)アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定めら

れる。 

(b)アウトオブバウンズに止まったり、そのアウトオブバウンズを超えて止まった

球は、他のホールではインバウンズとなるコースの別の部分に止まったとして

もアウトオブバウンズである。 

２．ペナルティーエリア（規則１７） 

(a)片側だけ定められているペナルティーエリアは無限に及ぶ。 

(b)ペナルティーエリアがコースの境界縁に接している場合、そのペナルティーエ

リアの縁はその境界縁まで及び、その境界縁と一致する。  

(c)ペナルティーエリアの縁がコースの境界(アウトオブバウンズの境界)と一致す

る地点をプレーヤーの球が最後に横切ってからそのペナルティーエリアの中で

見つかるか、そのペナルティーエリアの中に止まったことが分かっている、ま

たは事実上確実な場合、ローカルルールひな型Ｂ－２.１に基づいて反対側の救

済を受けることができる。 

(d)ペナルティーエリアのためのドロップゾーン 

ペナルティーエリアのためのドロップゾーンが設置される場合、１打の罰に基づ

く救済の追加の選択肢となる。ドロップゾーンは救済エリアであり、球はその救

済エリアにドロップされ、その救済エリアに止まらなければならない。 

３．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則１６） 

(a)修理地 

1) 白線で囲まれ青杭で標示してある区域 

2) 張芝の継ぎ目；ローカルルールひな型Ｆ-７を適用する。 

3) パッティンググリーン上、あるいはフェアウェイの長さかそれ以下に刈った

ジェネラルエリアの部分にあるヤーデージ用にペイントされた線や点は修理

地として扱われ、規則１６.１に基づく救済を受けることができる。ヤーデー

ジ用のペイントがプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は存在

しない。 

(b)動かせない障害物 

1) 白線の区域と動かせない障害物がつなげられている場合、一つの異常なコー

ス状態として扱われる。 

2) 動かせない障害物で囲まれている庭園区域とその中で生長しているすべて

の物は、一つの異常なコース状態として扱われる。 

3) ウッドチップやマルチ（木屑）などを表面に敷いた道路や通路。ウッドチッ
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プやマルチ（木屑）などの個体はルースインペディメントである。 

4) Ｕ字排水溝はジェネラルエリアの一部として扱われ、ペナルティーエリアで

はない（例外：ペナルティーエリアとしてマーキングされている区域の中に

あるＵ字排水溝）。 

5) 人工の表面を持つ道路に隣接しているＵ字排水溝はその道路の一部として

扱う。 

４．不可分な物 

 次の物は不可分な物であり、罰なしの救済は認められない： 

(a)樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物。 

(b)ペナルティーエリア内にある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物）。 

５．クラブと球の規格 

 (a)適合ドライバーヘッドリスト：ローカルルールひな型Ｇ－１を適用する。 

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：

失格 

(b)適合球リスト：ローカルルールひな型Ｇ－３を適用する。 

(c)ストロークを行うとき、プレーヤーはパターを除き４６インチの長さを超える

クラブを使ってはならない：ローカルルールひな型Ｇ－１０を適用する。 

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：

失格 

６．険悪な気象状況によるプレーの中断（規則５.７） 

プレー中断の連絡方法については、開催コースの連絡方法（カートナビ・無線連絡・

エアホーン等）に準拠する。 

エアホーンを使用する場合は、次の信号がプレーの中断と再開に使われる： 

即時中断   － １回の長いサイレンまたはエアホーン 

中断     － ３回の連続する短いサイレンまたはエアホーン 

プレーの再開 － ２回の連続する短いサイレンまたはエアホーン 

注意：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会

がプレーを再開するまで閉鎖される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤ

ーには練習を止めるように勧告し、それでも練習を止めない場合には失格と

なることがある。 

７．練習（規則５） 

(a)ラウンド前とラウンドとラウンドの間の練習（規則 5,2） 

規則 5.2b は次の通り修正する。 

プレーヤーは、ラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コースで練習をしては

ならない。ただし、指定練習区域を除く。  

(b)ホールとホールの間の練習（規則 5.5b） 

規則 5.5b を次の通り修正する： 

二つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 

・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。 

・終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことに

よってパッティンググリーン面をテストする。 

８．キャディー 

プレーヤーのキャディーの使用を禁止したり、要求したり、あるいはキャディーと

して使用できる人について制限する場合、各競技の競技規定に掲載される。 
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９．参加資格 

プレーヤーは各競技の「競技規定」で定められる参加資格の条件を満たしていなけ

ればならない。 

10．スコアカードの提出（規則３.３ｂ） 

プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから

出た時点で委員会に提出されたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリ

ングエリアを離れる必要のあるプレーヤーはスコアリングオフィシャルにその意

思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。 

11．タイの決定 

タイの決定方法は各競技の競技規定に定められるか、委員会により会場で公表され

る。 

12．競技の結果 ― 競技の終了 

本競技は競技委員長の成績発表をもって終了する。 

13．競技の成立 

本競技の競技者全員が規定のラウンドをホールアウトできなかった場合、委員会は

競技成立について別途協議するものとする。 

14．委員会の裁定 

委員会はローカルルールを修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員

会の裁定は最終である。 

15．行動規範 

 プレーヤーはゴルフ規則 1.2a に記されている通り行動しなければならない。 

 ・誠実に行動すること。 

・他の人に配慮を示すこと－例えば、速やかなペースでプレーする、他の人の安全

に気を配る、他のプレーヤーの気を散らさない。プレーヤーのプレーした球が誰

かに当たる危険があるかもしれない場合、プレーヤーはすぐに注意喚起（「フォ

アー」のような伝統的な警告など）するべきである。 

・コースをしっかりと保護すること－例えば、ディボットを元に戻す、バンカーを

ならす、ボールマークを修理する、不必要にコースを傷つけない。 

【行動規範の違反の罰】 

・行動規範の最初の違反－警告あるいは委員会の制裁。 

・２回目の違反－１罰打。 

・３回目の違反－一般の罰。 

・４回目の違反や重大な非行－失格。 

 

 

注 意 事 項 

16．参加の取り消し 

委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加

資格を取り消すことがある。 

17．携帯電話 

緊急時以外コース内での携帯電話の通話は禁止する。 





ドレスコード・マナーについてのお願い
◆ドレスコード・エチケット改訂のご案内
　平素は、フェローシップ・エチケット委員会の取り組みにご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。
3月20日にフェローシップ・エチケット委員会を開催し、ドレスコード・エチケットにつきまして改訂をさせ
ていただきましたのでご連絡申し上げます。
今回の主な変更点は、ご来場時・プレー終了後の服装、プレー時のパンツの種類、喫煙ルール等になります。
メンバー皆様におかれましては、内容をご覧いただきまして遵守をお願いしたく存じます。
当倶楽部は、伝統と品位を重視し、より格式ある倶楽部を目指していきますので、ご理解・ご協力願えました
ら幸甚です。
本改訂につきましては、5月1日より施行とさせていただきます。

◆ドレスコード
1．ご来場またはプレー終了後
　・夏期（7月1日から8月31日）を除き、ジャケットをご着用ください。
　・シャツは、襟付きのものまたは３㎝以上の襟高のあるタートルネックを着用ください。
　・サンダル・トレーナー・ジーパン類はご遠慮ください。
2．プレー中
　・膝丈の半ズボンの着用は可能ですが、その場合男性は必ずくるぶしがしっかり隠れるソックスを着用して
　　ください。
　・ジーンズ、カーゴ、スウェットパンツ、ジョガーパンツ（裾にリブが付いているパンツ）、ホットパンツ
　　はご遠慮ください。
　・迷彩柄等の派手な柄の服装はご遠慮ください。
　・襟付き（襟高3㎝以上のタートルネックを含む）のシャツで、裾をスラックスの中に入れてください。ただ
　　し、女性のオーバーブラウスは着用可です。
　・Tシャツ類（ボートネック、ヘンリーネック、肌着等）、タンクトップ、キャミソール等、肌の露出の多い
　　物のご着用は禁止となっております。
　・Ⅴネック、丸首等のジャンパー、セーター、カーディガン等を着る場合は、必ず襟付きのシャツ・タート
　　ルネックをご着用ください。
　・安全上、必ず帽子またはサンバイザーを着用してください（クラブハウス内では脱帽）
　・食堂内では、防寒着、風雨除けの衣類の着用はご遠慮ください。

◆エチケット
　・スタート予定時間の10分前にはスタートのティにお集まりください。
　・スロープレ-防止のため、ハーフ2時間10分以内のラウンドにご協力お願い致します。なお、進行を早める
　　ため、ボールが林の中やハザードなどに入ったと思われる時は、クラブを2～3本お持ちになってください。
　・当倶楽部では、グリーンや施設の保護のため、メタルスパイクの使用を禁止しています。
　・兵庫県受動喫煙防止条例により、ゴルフ場は原則敷地内禁煙となっております。喫煙区域はマスター室外
　　の乾燥室横、西10番ティ横レストハウス。コース内では、スタート小屋・コース売店・避難小屋、灰皿を
　　設置している指定喫煙箇所でお願いいたします。カートには灰皿を設置しておりませんので、上記指定箇
　　所での喫煙をお願いいたします。
　・携帯電話のご利用につきまして、当倶楽部ではコース内での電話は緊急時を除き禁止しております。
　　なおクラブハウス内での携帯電話（通話）のご利用は、周りの方の迷惑にならない様にお願いいたします。
　・グリーン上のボールマークやバンカーの足跡はプレーヤー自身で修復してください。
　・グリーン上は、スパイクの引き摺りに注意しましょう。
　・バンカーショットの際は、必ず低いところから出入り願います。
　・打ち込みは大変危険です。前方を確認してからプレーしてください。

　セルフスタンドバックの取り扱いについては、破損・紛失防止の為、手荷物と同様にお客様ご自身で管理し
ていただきますよう宜しくお願い致します。
本改訂につきましては、5月1日より施行とさせていただきます。

セルフスタンドバックの取り扱いについてのお願い
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